
一 般 質 問

元気にすくすく１歳６カ月児健康診査

柴
しば
田
た
 勇
いさ
雄
お
 議員

新たな一歩を踏み出す葛高卒業生を
代表して答辞を述べる千葉睦君

地
元
雇
用
促
進
対
策

奨
励
制
度
の
内
容
は

雇
用
促
進
対
策
に
つ
い
て
。

①
　
葛
巻
高
校
卒
業
者
の
就
職
状
況
と

町
内
事
業
所
へ
の
就
労
実
態
は
。

②
　
町
出
身
新
規
高
卒
者
の
雇
用
促
進

施
策
は
。

③
　
地
元
雇
用
促
進
奨
励
制
度
の
内

容
は
。新

規
卒
業
生
に
限
ら
ず

若
年
層
の
雇
用
も
支
援

①
　
葛
巻
高
校
卒
業
者
の
就
職
内
定
率

は
、
19
、
20
年
度
と
も
に
１
０
０
㌫

で
、
21
年
度
も
１
０
０
㌫
の
見
込
み

で
す
。
町
内
事
業
所
へ
の
就
労
は
、

19
年
度
６
人
、
20
年
度
２
人
、
今
年

度
は
、
５
人
の
見
込
み
で
す
。

②
　
葛
巻
高
校
の
新
規
卒
業
生
の
採
用

に
つ
い
て
は
、
葛
巻
高
校
と
民
間
企

業
、
第
３
セ
ク
タ
ー
、
行
政
が
一
体

議
員乳

幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
に
つ

い
て

①
　
制
度
の
認
識
と
給
付
内
容
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

②
　
県
の
助
成
制
度
の
評
価
と
改
善
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
　
所
得
制
限
の
撤
廃
と
対
象
年
齢
の

拡
大
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

①
　
乳
児
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
38
年
、
全
国
に
先
駆

け
て
１
才
児
未
満
の
医
療
費
10
割
給

付
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
そ
の
後
、
町
で
は
、
県
の
制
度
に

上
乗
せ
し
て
、
入
院
２
５
０
０
円
、

入
院
外
５
０
０
円
ま
で
給
付
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。
所
得
制
限
に
つ
い
て

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
限
度
額
に
80

万
円
を
加
え
た
額
を
上
限
と
し
て
、

給
付
対
象
者
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

②
　
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
対
策

と
し
て
さ
ら
に
制
度
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
県
市
長
会
と
県
町
村
会
が
連

携
し
、
所
得
制
限
の
撤
廃
と
対
象
者

の
拡
大
、
自
己
負
担
の
無
料
化
に
つ

い
て
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

③
　
重
要
な
課
題
で
す
が
、
県
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
、
最
善
と
考

え
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
就
職
内
定
率

１
０
０
㌫
を
達
成
し
て
い
ま
す
が
、

町
外
の
高
校
に
進
学
し
た
生
徒
の
進

路
状
況
に
つ
い
て
の
把
握
は
困
難
な

状
況
で
す
。

③
　
地
元
雇
用
促
進
奨
励
制
度
に
つ
い

て
は
、
新
規
卒
業
生
に
限
ら
ず
若
年

層
の
町
内
に
お
け
る
雇
用
を
支
援
し
、

さ
ら
に
は
定
住
人
口
の
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
「
若
者
雇
用
促
進
事

業
」
を
新
設
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
を

拡
充
出
来
な
い
か

所
得
制
限
撤
廃
・
対
象
者
拡
大
を

県
に
要
望
す
る

くずまき議会だより No.150  平成22年4月21日発行 8

一 般 質 問

古き時代の生活用具が整理・展示されている
資料館内部

小
こ
谷
や
地
ち
喜
き
代
よ
治
じ
 議員

田
な
ど
の
高
度
利
用
と
集
積
に
努
め
、

水
田
農
業
の
安
定
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

郷
土
資
料
館
の
利
用

実
績
と
今
後
の
見
通
し
は

時
々
に
継
が
れ
て
き
た
生
活
用
具
・

民
具
・
農
耕
用
具
等
が
展
示
保
存
さ
れ
、

時
代
の
生
活
の
様
子
や
歴
史
や
地
域
の

文
化
の
学
習
が
で
き
る
郷
土
資
料
館
の

現
在
の
利
用
実
績
と
今
後
の
見
通
し
は
。

年
間
50
人
程
度
の
利
用

老
朽
化
の
対
応
が
必
要

岩
手
県
博
物
館
等
連
絡
協
議
会
に
登

録
す
る
「
岩
手
の
博
物
館
」
は
全
県
に

80
館
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
旧
役
場
庁
舎

を
「
葛
巻
町
郷
土
資
料
館
」
と
し
て
登

録
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
に
約
２
５
０
点
の
所
蔵

品
を「
食
と
農
具
」、「
住
ま
い
と
衣
類
」、

「
山
仕
事
」、「
野
良
仕
事
・
家
畜
」
の

４
コ
ー
ナ
ー
に
模
様
替
え
し
、
現
在
の

議
員以

前
は
水
稲
農
家
や
水
田
面
積
も
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
代
の
米

の
生
産
過
剰
等
に
よ
り
、
国
策
と
し
て

46
年
か
ら
生
産
調
整
の
た
め
の
減
反
政

策
が
始
ま
り
ま
し
た
。

畜
産
農
家
で
は
規
模
拡
大
の
た
め
、

転
作
を
利
用
し
飼
料
作
物
を
作
付
け
、

現
在
で
は
転
作
率
83
㌫
と
水
稲
農
家
や

水
田
面
積
も
減
少
し
て
い
る
。

水
田
農
業
の
実
績
と
今
後
の
見
通

し
は
。

町
長21

年
度
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
に

お
け
る
水
田
農
業
の
実
績
は
表
の
と
お

り
で
す
。

今
後
の
見
通
し
と
対
策
は
、
米
の
作

付
け
は
飯
米
が
主
で
、
既
に
転
作
も
進

ん
で
い
る
た
め
減
反
は
拡
大
し
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
は
22
年
度
、
戸
別
所
得
補
償
制
度

を
創
設
し
「
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上

事
業
」
と
し
て
食
料
自
給
率
向
上
の
た

め
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
な
ど
の
生

産
拡
大
に
直
接
支
払
に
よ
り
、
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

本
町
で
最
も
多
く
作
付
け
さ
れ
て
い

る
飼
料
作
物
は
、
岩
手
県
単
価
１
㌶
25

万
円
で
設
定
さ
れ
る
と
い
う
情
報
で
す
。

今
後
も
「
葛
巻
町
水
田
農
業
推
進
協

議
会
」
と
連
携
し
な
が
ら
、
助
成
制
度

の
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
休
耕

入
館
者
は
年
間
50
人
程
度
で
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
は
、
建
物
自
体
が
昭

和
38
年
の
建
設
で
、老
朽
化
が
著
し
く
、

貴
重
な
民
具
等
所
蔵
品
の
保
管
に
は
限

界
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
早
い
時
期
に
、
町
文
化
財
保

護
委
員
会
を
通
じ
て
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

水
田
農
業
の
実
績
と

今
後
の
見
通
し
は

水
田
農
業
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
担
い
手
へ
の

利
用
集
積
に
努
め
、
安
定
経
営
を
推
進
す
る

水田農業の実績
水 田 面 積 474 ㌶
作 付 面 積 77 ㌶
転 作 面 積 397 ㌶

⬇　その内、主な転作作物
飼 料 作 物 280 ㌶
野 　 　 菜 15 ㌶
雑 　 　 穀 20 ㌶
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